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例 会 第１３９３回： 通常例会/小杉苑 

ソング われら日本ロータリアンの歌、星の界：ソングリーダー 漆畑雄一郎君 

■ 会 長 挨 拶          松浦正秋君 

コロナ禍の影響により次週の夜間例会をお弁当

配布例会に変更いたしましたので、今週の会長挨

拶が上半期最後となります。早いものでもう６か

月が過ぎようとしております。コロナ禍により夜

間例会が開催できない等の影響はありました。し

かし、通常の例会は滞りなく開催できたことは本

当にありがたいことと思っています。 

今年の漢字が「密」と発表されました。新型コロ

ナウィルスに翻弄された一年となりました。感染

拡大防止と経済活動の維持の相反する行動が求

められました。このような状況が様々な変化を起

きました。ニューノーマル（新常態）という言葉

が多く使われるようになりました。生活面ではマ

スクの着用、ソーシャルディスタンスの確保、不

要不急の外出を避ける等が求められます。企業活

動では、在宅勤務の常態化、事業継続計画の重要

性の再認識、デジタル変革への対応等が挙げられ

ます。 

北半球に冬が到来して、感染の拡大の勢いが止み

ません。欧米ではロックダウン等の厳しい対応が

再び始まりました。また、今週、ＧＯＴＯトラベ 

 

ルの全国一斉停止が決まり、経済への打撃は計り

知れません。しかし、今できることを確実に実行

していかなければならないと感じます。過去の常

識や成功体験が通用しない時代に確実になろう

としています。年末年始の時間を自分にとっての

ニューノーマルとは何かを考える時間にしたい

と思っている今週です。 

 

■ 出 席 報 告           笠原大輔君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

38／51 74.5％ 49／51 96.07％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○植田君○江﨑君○大村君○加藤君 

○佐野博君○佐野芳君○鈴木照君○中村君 

○渕脇君 

村松章隆君 

 (２)メークアップ者  

桑原茂君（掛川） 大村和宏君 渕脇一啓君 

村松章隆君 

パーフェクト例会数 ���������������������������� 

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

49 48 1 19 

原点回帰 



 
 

■ 会 員 卓 話            内山淑夫君 

若大将航海記（バカ大将後悔記） 

私はこの夏

7 月１日から 8

月半ばまで自

分のヨットで

瀬戸内海に航

海をしました。

ダブルハンド、

つまりはクル

ーの森ちゃん

と二人きりでの１ヶ月半の航海を振り返りなが

ら、人間的に大きく成長して帰ってきた姿を皆様

にお見せできることを嬉しく思います。また、年

末近くの木枯らしの時期に、あえてこの夏の出来

事をお話しする機会を与えていただけたことに

深謝いたします。 

私のヨットはベネトウ社のオセアニス３７フ

ィ－トの外洋帆走船です。トイレやシャワーがあ

り調理も出来ます。１フィ－トは３０．４８㎝で

すから約１１．３㍍の長さです。 

海上でのスピードをノットと言います。例えば５

ノットのスピードと言いますと１時間に５マイ

ル走れる早さとなります。海上では１マイルは１，

８５２㍍ですから５ノットは９，２６０㍍、時速

９．２６キロとなります。 

私の船は中風でのセーリングでおおよそ５ノ

ットですからまさにドンガメのようなのろさで

す。エンジンでの機走の場合でもボルボを２千回

転にして５ノットです。三保の灯台から御前崎港

まで約３５マイルですから中風ですと７時間か

かることとなります。これに加えてやっかいなこ

とに潮流があります。２ノットの向かい潮ならば

実質３ノットしか出ていないこととなり御前崎

まで１２時間もかかってしまうとなります。今回

は港港に寄りながら沿岸を走りましたから黒潮

の反流もあれば、瀬戸内海のような激しい潮流に

もみくちゃにされながら押し出されて猛スピー

ドで鳴門海峡を抜け出たこともありました。 

 今回は 7月１日にホ－ムポ－トの富士山羽衣マ

リーナを出て御前崎港に入港、翌日福田港に入り

以降４日間、強風と猛烈な雨で風待ち、潮待ちの

日々をすごし、５日目未明の３時に福田港を出港、

遠州灘を飛び越えて約７０マイル先の的矢湾の

安乗港を目指しました。全行程の 2 割程度行った

あたりから予想を覆す暴風が吹き荒れる恐ろし

い事態となり、結果１５時間立ちっぱなし、飲ま

ず食わずで嵐の中を渡りきり実際に入ったのは

殿方に有名な渡鹿野島。ここでも風待ちで３日間、

満を持して大王崎の波切漁港にて１泊、翌未明に

出港し英虞湾を右手に見て五ヶ所湾にあるヨッ

トハーバーの聖地・志摩ヨットハ－バーにて舫い

をしました。隣の船から私らは７日間もここで風

待ちしているとの事を聞いて、この時期に出てく

るのは大馬鹿者だと痛感。船内を見ればカビだら

け、ブルーシートで天幕を張るも隙間から風やら

雨が容赦なく入り込み、服までベトベトの状態。

朝から宴会の日々を３日間過ごす。かくてはなら

じと一念発起、天気の隙間を付いて一気に熊野灘

は尾鷲漁港まで突っ走り、ここでも風待ちで４日

間自宅待機ならぬ船内待機。漁港としては三重県

でも大きいところです。港町の風情が残っている

町です。おばあさんがひとりで経営する銭湯は夕

方４時から２時間だけ営業していて近所の年寄

りの憩いの場となっていました。雨雨雨ですから

傘を差して銭湯に行き、ずぶ濡れのまま寿司屋で

大呑し、帰りにス－パーでマンボウの刺身を買い、

やはりずぶ濡れで船に戻るという生活。乾いた空

間でゆっくり寝たい、何しろ私のバースの隣は鉄

の塊、ボルボのエンジンが鎮座しているのです。

漁港の岸壁には電気設備はありませんから、どう

しても電気が必要なときはエンジンを回す事と

なります。すると猛烈に熱くなりますからとても

寝られたものではありません。それでも那智勝浦、

串本と漁港を転々とし、潮岬を越えて、周参見漁

港に入ったときには愕然としました。八百屋も魚

屋も何もなく１軒だけコンビニと書いてある店

に入ったら乾麺や乾物のみの取扱。カップ麺が貴

重品のように３０センチ間隔で並んでいました。

食品に関して、漁村は店舗自体がない事が多く、

小さな何でも屋さんがあるだけという感じです。

また、物価は藤枝の２倍でした。考えてみれば当

たり前です。店舗間の競争も無いですが消費量も

少なく運送するにしても手間暇ばかりかかりま

すから割高になるのは当たり前。うまい魚にあり

つけると思いがちですが全く期待できません。串

本のス－パーで見た生しらすは静岡県産でした。 

 先を急ぎます。周参見漁港から南紀白浜シ－タ

イガ－マリ－ナにたどり着き、精神的にも肉体的

にも英気を養い、いよいよ四国は徳島のケンチョ

ピアマリーナというふざけた名前(内容も世界一

ひどいマリーナ)の徳島県庁前に滑り込みました。

ここからは鳴門海峡を越えて小豆島、対岸の岡山



 
 

宇野、瀨戸大橋をくぐり抜けてまたまた対岸の香

川県仁尾マリ－ナ、備後航路を横断しあこがれの

しまなみ海道で一番のヨット泊地・弓削島海の駅

で遊び、同じくしまなみ海道の大三島を散策し、 

ここからは帰路に入りました。広島側の海の駅な

ど施設はコロナで海上封鎖されている事が判っ

たからです。帰りは淡路島の上・明石海峡を抜け

て大阪湾を横切り和歌山マリーナシティを経て、

串本、尾鷲、波切、福田、清水と回航してきまし

た。 

 出港から約 1 ヶ月は連日の雨と強風に弄ばれ、

以降は昼夜問わず真夏の熱風で頭の中まで焼き

尽くされ、フライパン状態。身も心も焼け焦げた

ぼろぼろの状態でホ－ムポ－トにたどり着きま

した。 

クルーの森ちゃんはガリガリにやせ衰え、食欲は

なくお酒のみが栄養源となり、今後二度とエアコ

ンの無い船には乗らないと宣言し、事実これ以降

何度誘っても雲に乗りたいとか、故郷に帰るとか、

犬が下痢だとか、鳩が鳴いているとか、二度と船

に帰りませんでした。 

しかし不思議なものですね、ヒトは。先日久しぶ

りにメールが来て、このくそ寒い時期にもかかわ

らず、西伊豆・戸田港がポンツーン(浮き桟橋)を解

放したからクリスマスには出港して新年を戸田

で迎えようとのこと。ここで明らかになったのは

この病は死ぬまで治らないということでした。メ

デタシ、メデタシ。 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言        竹田敏和君 

平成 5 年 10 月

に屋久島に旅行

しました。当時

36 歳の私は、志

太木材協同組合

青年部（緑志会）

に所属し静岡県

木材青壮年団体連合会の研修旅行に参加しまし

た。総勢 25 名で名古屋―鹿児島―屋久島と空路

で渡りました。目的は、屋久杉 縄文杉の見学で

す。屋久杉は、樹齢 1000 年以上の杉のことで、

1000 年未満の杉は小杉、100 年以下の杉は地杉と

呼ばれているそうです。 

一泊して二日目の朝，５時起床６時出発バスで

登山口に移動し、７時から登り始めました。最初

の２時間は、トロッコ道です。結構大変で、下を

見ないと枕木を踏み外すので歩幅を合わせるの

がつらかったです。途中、小杉谷事務所（S45 年

まで屋久杉の切り出し拠点）でビニール袋に砂を

入れて縄文杉の根元にまくルールでした。標高９

００ｍからは険しい登山道になります。ところど

ころに、ロープとか、チェーンが設置されていて

手助けをしてくれます。途中、三大杉、ウイルソ

ン株、大王杉などを見ることができました。登り

始めてやく４時間、縄文杉にたどり着きました。

現在は根元までいけませんが、世界遺産に指定さ

れる直前でしたので根元まで行き持ってきた砂

をかけました。幹回り 16.1ｍ樹高 30ｍ、樹齢 3000

年の巨木です。ただ、大きさには驚きましたが、

シャクナゲやらナナカマドやら多くの寄生植物

があり杉とは思えない姿でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

12/25(金) 

第 1394 回 
お弁当配布 小杉苑 

1/8(金)  

第 1395 回 
会員卓話 理事会 

1/13(水) 

第 1396 回 
新年賀詞交歓会 小杉苑 

1/22(金) 

第 1397 回 
会員卓話 小杉苑 


